
 

                          

 

 

                                                                             

                                               

                                                                    

 

 

 

                                                                                                                                                                                

 

                          

台風による塩害で、木々の紅葉が心配されましたが、修学旅行ではいろは坂や日光東照宮の美しい紅葉を堪能し、首

都圏では明治神宮や昭和記念公園のイチョウ、箱根の山々等の紅葉の美しさに感動をいたしました。休日には多くの

人々が紅葉狩りを楽しんだことでしょう。ところで、あの美しい紅葉はどのようにして起こるのでしょうか。鮮やかな

赤になるのは、葉の中に赤い色素であるアントシアニンという物質ができるからだそうです。葉には、光合成により糖

ができますが、最低気温が８度以下になると木は葉を落ち葉にする準備をします。すると葉にできた糖が幹に行かず葉

に残ったままになります。それがアントシアニンになるそうです。日中、葉が太陽の光を浴び、日が暮れると寒さが増

してくるという秋の深まりの中で、鮮やかな紅葉が起こるということなのです。これから落葉も進み、本格的な冬を迎

えます。風邪などひかぬよう体調管理にはくれぐれもお気をつけください。 

さて、１１月２２日には、文部科学省から以下のプランが発表されました。 

「新時代の学びを支える先端技術のフル活用に向けて 〜柴山・学びの革新プラン〜」 

「Society 5.0」の時代を見据え、教師が子供たちのために先端技術を活用し、質の高い教育を実現することを求められ

ています。そのための政策として以下の３点が示されました。 

 プラン１ 遠隔教育の推進による先進的な教育の実現 

 プラン２ 先端技術の導入による教師の授業支援 

 プラン３ 先端技術の活用のための環境整備 

今後、教育再生実行会議において議論されていくようです。 

「Society 5.0」（ソサイエティ 5.0）とは、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合

させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）のこと。狩猟社会（Society 

1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すも

ので、第５期科学技術基本計画において我が国が目指すべき未来社会の姿として平成 28 年に初めて提唱されました。

（出典：内閣府） 

未来社会の姿の具体例としては、ドローン、自動走行車や無人ロボット、遠隔操作ロボット、クラウド技術の活用が

挙げられています。この第５期科学技術基本計画は平成 32 年が一つのゴールとなって新たな段階に入ります。ちょう

ど上菅田小学校と笹山小学校が統合される年です。校舎の建て替えも同時に始まります。プラン３「先端技術の活用の

ための環境整備」にあるように、新しい校舎は、新しい時代を切り開き、未来社会の中で人間が質の高い生活や生き方

を実現していく人材育成を行えるような施設にしてもらいたいと思います。先日行われた学校運営協議会においても話

題になり、新しい学校建築への要望を出していくこととしました。新しい校舎が、上菅田地域の文化・スポーツ等の拠

点になることは間違いありません。保護者、地域のみなさんの願いを届けていきたいと思います。建設的な意見を是非

お寄せください。 

また、プラン１・２においては、様々な先端技術駆使して子供の実態に応じた教育方法や教育技術、教育環境をどの

ように整えていくか、さらには、教師自身が授業力をどこまで高めていけるかが求められていると思います。「Society 

5.0」を見据えて、教師自身もさらに成長していくことを決意しながら、猪突猛進の亥年を晴れやかに迎えたいと思いま

す。少し早いですが、皆様もよいお年をお迎えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育改革へ「先端技術のフル活用」を   
「Society 5.0」の時代を生き抜くために 

校 長   縣  利一 

 
 

平成 30年 11月 30日 

横浜市立上菅田小学校 

学校だより 12月号 

みんなで 

東京２０２０ 

オリンピック・ 

パラリンピックを 

応援しよう。   

 

 

１２月２２日～１月６日は冬季休業です。詳

しくは後日配付される「冬休みの過ごし方につ

いて」をご覧ください。学習用具の点検もお願

いします。 

 
 今年度２回目の個人懇談が予定されています。ど

うぞよろしくお願いいたします。職員玄関からお入

りください。昇降口は施錠します。 

昨年度までは個人懇談に合わせて、特別教室を使

用して「ふれあい美術館」を行っていましたが、今

年度からは通常の授業参観等と同じように各学級

の壁や廊下に作品が展示してあります。ぜひご覧く

ださい。 

個人懇談についての詳しい予定等は、１１月１２

日と１１月２９日に配付された「個人懇談のお知ら

せ｣をご確認ください。 

 
横浜市では、教員が互いに教材を研究し、授

業の展開を工夫することを目指して研究会を組

織して日々授業力の向上に努めています。 

１２月５日（水）は、市内の複数の小学校で

研究のための授業公開を行い、各小学校の教員

が参観して研修に取り組みます。そのため当日

は短縮４校時終了後給食を食べ、１３：００下

校となります。下校時刻が通常と異なりますの

で、ご確認をよろしくお願いいたします。 

 

保護者、児童、教職員の相談を受け付けます。

お気軽に担任か児童支援専任の河野までお申し

込みください。原静カウンセラーが担当いたしま

す。 

１２月１１日（火） ８：４５～１２：１０ 

１２月２０日（木） ８：４５～１２：１０ 

１月１０日（木） ８：４５～１２：１０ 

 

 

生活：友だちを大切にしましょう 

（友だちにやさしくしましょう） 

給食：協力して準備や後片づけをしましょう 

保健：冬を元気にすごしましょう 

 

１２月の生活目標 

スクールカウンセラー来校日 

 

冬季休業 

 

個人懇談 

横浜市一斉授業研究会 

 

 体調不良により休んでいた河野佑介先生の体

調が回復し、１２月３日から復帰いたします。

それに伴い、非常勤講師の新谷桂子先生が退職

いたします。 

 児童支援専任は河野先生が主担当に戻り、複

数の職員で連携して児童支援を行っていきま

す。 

５年生少人数算数担当は１組と２組が河野先

生、３組と４組が川口先生に戻ります。 

 

職員の人事についてのお知らせ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「Active にいくぞ！in 日光」のテーマのもと、１１月１日、2 日に日光修学旅行へ行ってきま

した。日光東照宮や華厳の滝など、歴史や自然を肌で感じた経験は、子どもたちにとって思い出深い

ものになったようです。また、行動班や部屋班での活動では、それぞれの役割を意識し、仲間と協力

する心をもちながら楽しく過ごすことができました。この経験を日常の学校生活に生かし、卒業へ向

けて一歩一歩進んでいきたいと思います。 

丁
寧
に
！ 

日光彫り体験 お待ちかねの夕食！ 

虹が輝いて 

いてきれい！ 

 世界文化遺産にも登録

されている日光東照宮を

グループで見学しまし

た。事前学習でも調べて

いた三猿や鳴竜、家康の

墓などを目の当たりに

し、その精巧さや優美さ

に感動していました。 

日光東照宮 

上手に 
できました 

青空のもと、新井小学校、笹山小学校、上菅田小学校の３校の５年生で保土ケ谷区球技交流会を行いました。

球技交流会当日だけでなく、球技交流会に向けての練習でも声をかけ合ったり、チームで作戦を練ったりと、一生

懸命な取り組みが見られました。当日は全力でのプレーもさることながら、仲間の応援も一生懸命することができま

した。近隣３校での交流を深めることができました。

2日間天候に恵まれ、元気いっぱい楽しい思い出を作ることができました。１日目は分収林での間伐体験や愛川ふ

れあいの村でのウォークラリーを通して、自然を感じ、グループで協力して活動することができました。さらに夜の

キャンプファイヤーでは、心を一つにして学年全体で盛り上がりました。２日目は友達と助け合いながら野外炊事を

し、おいしいカレーライスをつくって大満足でした。愛川スローガンを達成しようと、計画や準備、しおり作りなど、

子どもたちが協力して行いました。当日もたくさんのことにチャレンジをして楽しく過ごすことができ、大きく成長

できた宿泊体験学習となりました。

愛川スローガン

自分を高めて

自然に感謝

みんなとチャレンジLet's GO


